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──周作クラブ会報　69 号──

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊

　
﹃
遠
藤
周
作
全
日
記

　
　

	

１
９
５
０
～
１
９
９
３
﹄

河
出
書
房
新
社　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
８
年
１
月
下
旬
刊
行
予
定

予
価　

９
２
０
０
円
＋
税

上
下
二
冊
全
一
巻

　

東
洋
と
西
洋
の
間
で
揺
れ
動
き
、
迫
り
く

る
死
の
恐
怖
と
葛
藤
し
な
が
ら
、「
明
晰
に

世
界
を
見
つ
め
る
」
こ
と
を
求
め
て
や
ま
な

か
っ
た
作
家
・
遠
藤
周
作
。
こ
れ
ま
で
に
発

表
さ
れ
た
日
記
を
こ
の
一
巻
に
ま
と
め
あ

げ
、
単
行
本
未
収
録
日
記
他
、
未
公
開
の
新

資
料
も
多
数
収
録
。
新
資
料
と
し
て
処
女
作

「
ア
デ
ン
ま
で
」
か
ら
芥
川
賞
受
賞
前
後
の

日
記
、
肺
結
核
再
発
に
よ
る
手
術
・
入
院
時

期
の
病
床
日
記
等
を
初
公
開
。
さ
ら
に
、

一
九
五
一
年
「
近
代
文
學
」
に
発
表
さ
れ
た

「
滞
佛
日
記
」を
収
録
。
既
刊
本「
滞
仏
日
記
」

と
は
内
容
が
異
な
る
と
い
う
貴
重
な
資
料
。

偉
大
な
る
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
の
魂
の
声
を
渾

身
の
力
で
編
纂
し
た
日
記
文
学
の
金
字
塔
！

（
刊
行
月
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

　
﹃
沈
黙
の
声
﹄
新
装
版

青
志
社　

11
月
中
旬
発
売

定
価　

１
２
０
０
円
＋
税

　

幻
の
書
と
言
わ
れ
る
遠
藤
周
作
の
『
沈
黙

の
声
』
は
平
成
４
年
、
著
者
69
歳
の
と
き
の

出
版
。『
沈
黙
』
刊
行
後
20
数
年
が
経
っ
た

と
き
、
著
者
は
ふ
た
た
び
長
崎
を
訪
れ
、
自

身
の
代
表
作
に
向
き
合
い
ま
し
た
。
そ
の
折

の
記
録
が
、ビ
デ
オ
＆
ブ
ッ
ク
『
沈
黙
の
声
』

（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
）
で
す
。
今
回
、
そ
の

「
ブ
ッ
ク
」
の
部
分
だ
け
が
新
装
版
で
刊
行

さ
れ
ま
す
。
い
わ
ば
、
ほ
と
ん
ど
人
々
の
目

に
つ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
「『
沈
黙
』
秘
話
」

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
特
に
冒
頭
の
長

編
エ
ッ
セ
イ
「
沈
黙
の
声
」
で
は
、
執
筆
か

ら
長
い
歳
月
を
経
た
後
で
の
、『
沈
黙
』
へ

の
回
想
と
後
悔
・
反
省
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
井
上
洋
治
著
作
選
集
刊
行
記
念
連
続
対
談

　

︱
遠
藤
周
作
と
井
上
洋
治

12
月
11
日
（
月
）

遠
藤
周
作
『
作
家
の
日
記
』
と
井
上
洋
治

『
余
白
の
旅
』

２
０
１
８
年

１
月
15
日
（
月
）

遠
藤
周
作
『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
と
井
上

洋
治
『
キ
リ
ス
ト
を
運
ん
だ
男
』

２
月
12
日
（
月
・
祝
）

遠
藤
周
作
『
深
い
河
』
と
井
上
洋
治
「
遺

稿
集
『
南
無
ア
ッ
バ
』
の
祈
り
」

時　

間　

19
時
～
20
時
半

場　

所　

四
谷
・
幼
き
イ
エ
ス
会

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師　

�

山
根
道
公
・
若
松
英
輔
・

　
　
　
　

伊
藤
幸
史
・
山
本
芳
久

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
不
要
・
問
合
せ　

風
編
集
室

				




 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

◆	

遠
藤
文
学
講
座
：
日
本
か
ら
世
界
に
発
信

す
る
キ
リ
ス
ト
教
作
家
誕
生
︱
遠
藤
文
学

の
魅
力

12
月
10
日
（
日
）

作
家
前
期
―
距
離
感
凝
視
か
ら
そ
れ
を
埋

め
る
方
向
へ
（『
海
と
毒
薬
』『
お
バ
カ
さ

ん
』）

２
０
１
８
年

２
月
11
日
（
日
）

作
家
中
期
―
病
床
体
験
か
ら
基
督
の
眼
で

視
る
作
家
誕
生（『
満
潮
の
時
刻
』『
沈
黙
』）

時　

間　

15
時
半
～
17
時

場　

所　

四
谷
・
幼
き
イ
エ
ス
会

講　

師　

山
根
道
公

受
講
料　

各
回
１
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
不
要
・
問
合
せ　

風
編
集
室

町
田
市
民
文
学
館
に
関
す
る
緊
急

の
お
報
せ
・
お
願
い
が
、
５
頁
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
助

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
本
号
か
ら
、
小
生
の
連
作
エ
ッ
セ
イ
「
遠
藤
先

生
の
思
い
出
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
回
と
い

う
こ
と
で
巻
頭
と
な
り
、
恐
縮
で
す
。
宇
宙
棋
院

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
金
田
浩
一
呂
さ
ん

や
白
石
省
吾
さ
ん
（
読
売
新
聞
記
者
）
が
、
こ
の

会
報
で
詳
し
く
書
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ま
さ

ら
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
省
い
て
話
を
進

め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
次
号
以
下
、
し
ば
ら

く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

▼
２
～
３
ペ
ー
ジ
の
見
開
き
は
、
会
報
委
員
の
大

原
雄
さ
ん
に
よ
る
第
21
回
「
周
作
忌
」
の
レ
ポ
ー

ト
で
す
。
今
年
の
話
題
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ス
コ

セ
ッ
シ
監
督
に
よ
る
映
画
「
沈
黙
」
で
す
。
周
作

忌
に
は
遠
藤
龍
之
介
さ
ん
も
駆
け
付
け
て
来
ら
れ
、

賑
や
か
で
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
食
べ
物
が

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
来
年
は
質
よ
り
量

で
行
き
ま
し
ょ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
…
。

▼
８
ペ
ー
ジ
の
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
は
、

国
東
半
島
と
そ
の
周
辺
で
す
。
宇
佐
神
宮
や
別
府

温
泉
・
臼
杵
の
石
仏
な
ど
、
こ
ん
な
機
会
で
な
け

れ
ば
な
か
な
か
行
け
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
加
賀
会

長
も
一
緒
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
皆
さ
ん
の
投
稿
大
歓
迎
で
す
。
ま
た
遠
藤
周
作

に
関
す
る
情
報
等
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
69
号

�

２
０
１
７
年
11
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
２
０
１
８
・
２
月
の
予
定
で
す
。

✤
「
会
報
」
の
原
稿
募
集

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
、

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。

遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に
関
す
る
こ
と
な

ら
何
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
の
加
藤
宗
哉
事

務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
あ
て
に
郵
送
し

て
下
さ
い
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

✤
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
、
旅
に
も
参
加
し
て
み

た
い
と
思
わ
れ
る
若
い
人
も
大
歓
迎
で

す
。
下
記
の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内「
周
作

ク
ラ
ブ
」
ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下

さ
れ
ば
、
折
り
返
し
会
費
振
込
み
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
。


